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1. 研究背景と目的

近年、環境保護の意識が高まり、緑地減少の問題が大きく取り上
げられている。このことは生態系のみならず、人々の生活までに
も影響を及ぼしている。
そこで本研究では、大分市に存在する緑地を撮影した写真を用い
て、視覚的に撮影地点の緑地の機能・役割を分類することにより、
「大分市緑の基本計画」や自然環境情報GISなどの情報との関係
を明らかにし、緑の機能に着目したより具体的な緑地保全方法の
提案を目的とする。
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2. 研究のフロー

項目に基づいて写真を分類し,データの集計

ArcGISの属性テーブルにエクスポートしデータ基盤を
構築

緑の機能・役割についての項目、定義の整理

その他のデータとの関連性を把握

緑の基本計画との比較・評価・分析

保全方法の提案

b
a

c
k
g

ro
u

n

d
fl
o

w
d

a
ta

b
a

s
e

re
s
u
lt

1
re

s
u
lt

2



3. 緑の機能と役割

緑の機能と役割の項目設定は、複数の「緑の基本計画」や保全計画、
既往研究などを参考にした結果、図１に示す5機能を設定し、各機能
を持つ緑地の種類を表1にまとめた。

図1 緑の機能
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大分市の緑地 表1 各緑地に期待できる緑の機能

環境保全機能
山　 　 平地林　 丘陵　 池沼

河川　 社叢林

レク リ エーショ ン機能 公園　 　 広場　 　 校庭

防災機能
山　 　 平地林　 　 丘陵

屋敷林　 　 生垣　 　 河川

景観機能 山　 　 水田　 　 畑　 　 街路樹

生産機能 水田　 　 畑
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画像に写っている緑地の種類によって、その緑地がもつ機能の有無を判別。
（画像2880

図2 画像分類フロー
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環境保全系統-環境保全機能 防災系統-防災機能

景観系統-景観機能

4. 緑の基本計画（系統別配置方針図）
b

a
c
k
g

ro
u

n

d
fl
o

w
d

a
ta

b
a

s
e

re
s
u
lt

1
re

s
u
lt

2

指定ゾーン外にも多くのポイントが存在し
ており、さまざまな機能が混在しているこ
とがわかる。

現状の緑地の状況を把握した上で保全方法
の計画が必要。



0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑地保全ゾーン

農地保全ゾーン

共生ゾーン

緑化推進ゾーン（住宅地）

緑化推進ゾーン（既成市街地）

都市公園、緩衝緑地の維持

環境保全機能 レクリエーション機能 防災機能 景観機能 生産機能

「農地保全ゾーン」「緑地保全ゾーン」といった豊かな自然と住宅地が混在する地域
では,広場，公園などのレクリエーション緑地が少なく，防災などの面から見ても早急
な整備が必要であると考えられる。また，都市公園を中心とした市街地周辺にも環
境保全効果のある緑地が整備されつつあるが，開発の行われやすい既成市街地，
住宅地ゾーン周辺では，環境保全機能が期待できるまとまった緑地の保全が必要
であると考えられる。

5. 緑の基本計画（総合的な配置方針図）

図２ 総合的な緑の配置方針図－撮影地点 図３ 総合的な配置方針図と緑の機能
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緑地の現状と機能からみた保全計画図

保全計画図.lyr

zone

自然型レクリエーション緑地の整備

身近なレクリエーション緑地の整備

小規模緑地の高密度化

中規模緑地の保全

街路樹の緑化、保全

緑の基本計画をもとに、緑地の現状、機能を考慮に入れた具体的な保全計画図を
作成。



6. 総括・課題

本研究では，緑地の写真を視覚的に分類し，撮影地点の属性としてGIS上で管
理することによって，「大分市緑の基本計画」に定められている各ゾーンにおける
緑の機能の割合を明らかした。結果，機能別に定められたゾーンの中にもさまざ
まな機能の緑地が混在しており，効果的な緑地の保全・推進には,現在定められ
ている「緑の基本計画」に加え,緑地の現状を把握し,緑の多面的な機能を考慮に
入れた計画を進めることが有効的であることが明らかとなった。

今後の課題としては，撮影ポイントの均一化，緑地の機能に関する定義の専門
家による環境学からのアプローチを行うことによって，さらに信頼性のある結果が
得られると考えられる。
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